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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
木
之
本
ジ
ュ
ン
の
華
麗
な
る
推
理
！
 

２
殺
目
（
河
野
裕
一
の
事
件
簿
よ
り
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
１
１
６
Ａ

【
作
者
名
】

　
桂
 

ヒ
ナ
ギ
ク

【
あ
ら
す
じ
】

　
１
年
前
に
女
性
が
自
殺
・
・
・
。
そ
し
て
復
讐
・
・
・
。
そ
の
後
は
・
・
・
。
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序
章

１
年
前
の
６
月
６
日
Ｐ
Ｍ
．
９
：
３
０
。

此
処
に
、
と
あ
る
一
軒
家
が
あ
る
・
・
・
。

こ
の
一
軒
家
に
は
あ
る
女
性
が
住
ん
で
い
た
・
・
・
。

女
性
の
名
は
、
高
山
　
春
海
２
４
歳
　
独
身
・
・
・
。

た
か
や
ま

は
る
か

今
、
女
性
が
自
殺
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
・
・
・
。

女
性
は
、
台
と
首
を
吊
る
為
の
ロ
ー
プ
を
用
意
し
た
・
・
・
。

そ
し
て
、
女
性
は
台
に
乗
り
、
ロ
ー
プ
を
首
に
掛
け
、
台
を
ど
か
し
た
・
・
・
。

女
性
は
、
呼
吸
が
出
来
な
く
な
り
、
や
が
て
、
死
に
至
っ
た
・
・
・
。
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温
泉
旅
行

朝
起
き
て
、
歯
磨
い
て
、
風
呂
入
っ
て
、
朝
食
を
摂
り
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
見
る
。

そ
れ
が
ジ
ュ
ン
の
日
課
。

「
ピ
ン
ポ
ー
ン
」
と
、
自
宅
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。

ジ
ュ
ン
は
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
取
る
。

ジ
ュ
ン
：
「
は
い
、
ど
ち
ら
様
で
す
か
？
」

裕
一
：
「
俺
、
裕
一
だ
け
ど
。
」

ジ
ュ
ン
は
、
受
話
器
を
置
く
と
、
玄
関
へ
向
か
っ
た
。

ジ
ュ
ン
：
「
何
か
用
？
」

裕
一
：
「
い
き
な
り
で
悪
い
ん
だ
け
ど
、
温
泉
旅
行
に
行
か
な
い
か
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
何
で
？
」

裕
一
：
「
実
は
、
旅
行
券
が
余
っ
た
ん
だ
よ
。

４
組
の
真
理
ち
ゃ
ん
に
誘
わ
れ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
親
の
都
合
で
行
け
な
く
な

っ
た
ら
し
い
っ
て
言
う
ん
で
、
一
枚
く
れ
た
ん
だ
。

だ
か
ら
、
そ
の
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
良
い
よ
、
行
こ
う
？
」

裕
一
：
「
あ
ぁ
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
で
、
何
時
な
の
？
」

裕
一
：
「
え
ー
と
、
明
日
だ
。
」

と
言
う
事
で
翌
日
。

ジ
ュ
ン
は
旅
行
へ
行
く
準
備
を
し
て
い
た
・
・
・
。

ま
ぁ
、
旅
行
と
言
っ
て
も
日
帰
り
の
温
泉
旅
行
だ
か
ら
そ
ん
な
に
必
要
は
無
い

だ
ろ
う
・
・
・
。

そ
し
て
、
準
備
を
終
え
た
ジ
ュ
ン
は
待
ち
合
わ
せ
場
所
の
東
京
駅
に
向
か
っ
た
。

ジ
ュ
ン
：
「
ご
め
ー
ん
、
待
っ
た
？
」

裕
一
：
「
１
秒
遅
刻
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
１
秒
っ
て
、
そ
こ
ま
で
き
っ
ち
り
合
わ
せ
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
か
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い
！
？
」

裕
一
：
「
う
ん
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
す
、
ス
ト
レ
ー
ト
過
ぎ
・
・
・
。

裕
一
君
さ
ぁ
、
も
う
少
し
、
優
し
い
人
間
に
な
っ
た
ら
？

そ
ん
な
ん
じ
ゃ
、
女
の
子
に
嫌
わ
れ
る
よ
？
」

裕
一
：
「
お
前
が
言
う
な
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
酷
い
・
・
・
。

折
角
楽
し
み
に
し
て
た
の
に
・
・
・
。

あ
た
し
、
帰
ろ
う
か
な
？
」

裕
一
：
「
じ
ょ
、
冗
談
だ
っ
て
！

と
、
兎
に
角
、
早
く
行
か
な
い
と
間
に
合
わ
な
く
な
る
ぞ
？
」

と
言
う
訳
で
、
二
人
は
電
車
に
乗
り
、
温
泉
旅
館
へ
向
か
っ
た
・
・
・
。

乗
っ
て
か
ら
２
時
間
く
ら
い
経
過
し
た
だ
ろ
う
か
、
電
車
は
目
的
の
駅
に
到
着

し
た
。

二
人
は
、
駅
か
ら
旅
館
ま
で
の
間
を
走
っ
て
い
る
無
料
送
迎
バ
ス
に
乗
っ
た
。

そ
し
て
、
数
分
が
経
っ
た
頃
、
バ
ス
は
旅
館
に
辿
り
着
い
た
・
・
・
。

だ
が
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
こ
れ
っ
て
本
当
に
旅
館
な
の
？
」

裕
一
：
「
旅
行
券
に
よ
る
と
そ
う
な
っ
て
る
が
・
・
・
。

そ
れ
に
し
て
も
、
や
け
に
ボ
ロ
イ
な
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
ま
、
折
角
来
た
ん
だ
し
、
入
っ
て
み
よ
う
よ
！
」

裕
一
：
「
そ
う
だ
な
・
・
・
。
」

二
人
は
、
そ
の
ボ
ロ
旅
館
に
入
っ
て
行
っ
た
・
・
・
。
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温
泉
旅
館
殺
人
事
件
！

二
人
は
部
屋
に
い
た
・
・
・
。
�

ジ
ュ
ン
：
「
裕
一
君
、
あ
た
し
、
お
風
呂
入
っ
て
来
る
ね
。
」

裕
一
：
「
じ
ゃ
あ
、
俺
も
風
呂
に
入
っ
て
来
る
よ
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
そ
れ
じ
ゃ
、
途
中
ま
で
行
き
ま
し
ょ
？
」

裕
一
：
「
あ
ぁ
。
」

二
人
は
、
別
館
に
あ
る
お
風
呂
に
向
か
っ
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
ね
ぇ
、
混
浴
が
あ
る
わ
よ
？
」

裕
一
：
「
だ
か
ら
？

俺
は
お
前
と
入
る
気
は
サ
ラ
サ
ラ
無
い
よ
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
ち
っ
。
」

と
、
舌
う
ち
の
様
な
物
が
聞
こ
え
た
。

裕
一
：
「
お
前
、
俺
と
入
り
た
い
の
か
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
そ
ん
な
事
、
あ
る
訳
、
無
い
じ
ゃ
な
い
！
」

と
、
言
い
残
し
、
女
風
呂
の
方
へ
、
入
っ
て
行
っ
た
。

ジ
ュ
ン
は
、
服
を
脱
ぎ
、
タ
オ
ル
を
持
っ
て
浴
場
に
入
り
、
体
を
洗
っ
て
浴
槽

に
入
っ
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
は
ぁ
、
極
楽
極
楽
。
」

と
、
お
ば
さ
ん
の
様
な
事
を
言
っ
た
・
・
・
。

だ
が
、
そ
ん
な
ひ
と
と
き
も
束
の
間
・
・
・
。

男
湯
の
方
で
「
う
わ
ー
！
」
と
悲
鳴
が
聞
こ
え
た
・
・
・
。

男
湯
に
は
、
野
次
馬
が
集
ま
っ
て
来
た
・
・
・
。

皆
、
我
を
忘
れ
、
服
装
な
ど
気
に
し
て
い
な
い
。

中
に
は
、
裸
の
女
性
客
も
い
た
・
・
・
。

そ
し
て
、
ジ
ュ
ン
が
何
が
あ
っ
た
の
か
と
、
バ
ス
タ
オ
ル
を
身
に
ま
と
い
、
駆

け
つ
け
て
く
る
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
何
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
？
」

女
性
：
「
事
件
が
あ
っ
た
ん
で
す
っ
て
。
」
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男
性
：
「
温
泉
で
自
殺
と
は
・
・
・
。
」

そ
し
て
、
ジ
ュ
ン
が
奥
に
歩
み
寄
る
と
、
裕
一
が
遺
体
を
調
べ
て
い
た
・
・
・
。

裕
一
：
「
皆
さ
ん
・
・
・
こ
れ
は
自
殺
じ
ゃ
な
い
。

巧
妙
に
見
せ
か
け
ら
れ
た
殺
人
だ
！
」

と
、
裕
一
が
真
剣
な
眼
差
し
で
言
っ
た
。

程
な
く
し
て
、
裕
一
の
通
報
に
よ
り
警
察
が
現
場
検
証
に
入
っ
て
来
た
。

桐
山
刑
事
：
「
神
奈
川
県
警
の
桐
山
で
す
。
」

と
、
一
人
の
刑
事
が
警
察
手
帳
を
見
せ
な
が
ら
言
っ
た
。

そ
し
て
。

桐
山
刑
事
：
「
第
一
発
見
者
は
ど
な
た
で
す
か
？
」

す
る
と
、
一
人
の
若
者
が
声
を
掛
け
た
・
・
・
。

裕
一
：
「
僕
で
す
よ
。
」

な
ん
と
、
裕
一
が
第
一
発
見
者
！
？

裕
一
は
、
刑
事
に
事
件
当
時
の
事
と
を
話
し
た
・
・
・
。

桐
山
刑
事
：
「
そ
れ
じ
ゃ
、
君
が
最
初
に
見
つ
け
た
ん
だ
な
？
」

裕
一
：
「
え
ぇ
。
」

桐
山
刑
事
：
「
そ
れ
で
、
遺
体
に
は
触
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
な
？
」

す
る
と
、
裕
一
は
遺
体
の
状
況
を
説
明
し
た
。

裕
一
：
「
被
害
者
の
死
亡
推
定
時
刻
は
本
日
Ｐ
Ｍ
．
３
：
０
０
。

死
因
は
、
手
首
を
剃
刀
で
切
っ
た
事
に
よ
る
出
血
死
。

か
み
そ
り

そ
れ
以
外
に
目
立
っ
た
外
傷
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

桐
山
刑
事
：
「
成
る
程
、
そ
こ
ま
で
知
っ
て
い
る
と
な
る
と
、
君
が
怪
し
く
見

え
て
来
た
な
。

取
り
あ
え
ず
、
詳
し
い
事
を
聞
く
か
ら
署
ま
で
来
い
！
」

と
、
桐
山
は
裕
一
を
連
れ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
ゆ
、
裕
一
君
！
？
」

裕
一
は
、
瞬
く
間
に
刑
事
と
と
も
に
姿
を
消
し
た
。

そ
の
時
、
ジ
ュ
ン
は
自
分
の
肌
と
タ
オ
ル
の
間
に
何
か
が
挟
ま
っ
て
い
る
事
に

気
づ
い
た
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
何
か
し
ら
？
）
」
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そ
れ
は
、
裕
一
の
残
し
た
被
害
者
の
死
因
や
ら
な
に
や
ら
が
詳
し
く
書
か
れ
た

物
だ
っ
た
・
・
・
。

連
れ
て
行
か
れ
る
際
に
裕
一
が
残
し
た
の
か
？

恐
ら
く
、
ジ
ュ
ン
に
事
件
を
解
決
し
て
貰
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
は
そ
れ
を
読
ん
だ
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

遺
体
の
状
況

死
亡
推
定
時
刻
は
Ｐ
Ｍ
．
３
：
０
０
。

左
手
首
損
傷
。

死
因
は
静
脈
切
断
に
よ
る
出
血
死
。

凶
器
は
剃
刀
。

遺
体
は
、
左
手
首
に
傷
が
付
い
て
い
る
の
に
、
左
手
で
剃
刀
を
持
っ
て
い
る
事

か
ら
、
俺
は
殺
人
と
判
断
し
た
。

真
犯
人
が
見
つ
か
る
ま
で
俺
は
出
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

後
は
任
せ
た
・
・
・
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

ジ
ュ
ン
：
「
（
後
は
任
せ
た
っ
て
ど
う
す
れ
ば
・
・
・
。

ん
、
ま
だ
続
き
が
あ
る
わ
。
）
」

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

解
ら
な
く
な
っ
た
ら
今
ま
で
の
事
を
整
理
し
ろ
！

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

こ
れ
で
は
余
計
意
味
が
解
ら
な
い
・
・
・
。

こ
ん
な
の
で
本
当
に
解
決
出
来
る
の
か
？

そ
の
後
、
警
察
の
調
べ
で
、
被
害
者
の
名
は
「
高
宮
　
明
」
だ
と
解
っ
た
・
・
・

。そ
し
て
、
そ
の
被
害
者
の
友
人
達
が
当
旅
館
に
い
る
と
言
う
事
も
解
っ
た
。
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事
情
聴
取

ジ
ュ
ン
は
、
名
前
は
出
せ
な
い
が
、
と
あ
る
博
士
に
作
っ
て
貰
っ
た
盗
聴
機
を

使
っ
て
、
取
調
べ
の
様
子
を
盗
聴
し
て
い
た
・
・
・
。

取
調
べ
を
受
け
る
の
は
４
人
で
あ
る
。

桐
山
刑
事
：
「
で
は
、
ま
ず
君
の
名
前
か
ら
。
」

と
、
刑
事
は
被
害
者
の
友
人
で
あ
る
男
性
に
名
前
を
尋
ね
た
。

害
者
の
友
人
は
、
「
小
島
　
恒
彦
」
と
名
乗
っ
た
。

つ
ね
ひ
こ

小
島
は
、
被
害
者
と
は
大
学
の
友
人
で
連
れ
の
者
と
一
緒
に
旅
行
へ
来
て
い
た

と
言
う
。

桐
山
刑
事
：
「
小
島
さ
ん
、
最
近
、
被
害
者
に
変
わ
っ
た
所
は
あ
り
ま
し
た
か

？
」

恒
彦
：
「
変
わ
っ
た
所
で
す
か
？

特
に
無
か
っ
た
で
す
ね
。

い
や
、
待
て
よ
・
・
・
。

そ
う
い
え
ば
昨
日
、
愛
美
と
酷
く
争
っ
て
い
た
な
・
・
・
。
」

ま
な
み

え
、
酷
く
争
っ
て
い
た
？

桐
山
刑
事
：
「
そ
れ
は
何
時
ご
ろ
で
す
か
？
」

恒
彦
：
「
夜
中
だ
よ
、
夜
中
。

多
分
、
２
時
頃
だ
っ
た
か
な
・
・
・
。

俺
、
ト
イ
レ
に
目
が
覚
め
て
、
戻
っ
て
来
た
ら
隣
の
部
屋
で
二
人
が
争
っ
て
い

た
ん
だ
。
」

桐
山
刑
事
：
「
そ
う
で
す
か
。

因
み
に
、
Ｐ
Ｍ
：
３
：
０
０
頃
、
貴
方
は
ど
こ
に
い
ま
し
た
か
？
」

ち
な恒

彦
：
「
お
、
俺
を
疑
っ
て
る
の
か
刑
事
さ
ん
？

俺
は
３
：
０
０
頃
は
部
屋
に
い
た
。

そ
ん
で
、
悲
鳴
が
聞
こ
え
た
ん
で
、
浴
室
に
行
っ
た
ん
だ
。

そ
れ
だ
け
の
事
だ
。
」

桐
山
刑
事
：
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
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そ
う
言
っ
て
、
桐
山
刑
事
は
次
の
人
を
呼
ん
だ
。

桐
山
刑
事
：
「
で
は
、
貴
方
の
お
名
前
を
教
え
て
下
さ
い
。
」

そ
う
言
う
と
、
そ
の
人
は
答
え
た
。

愛
美
：
「
黒
田
　
愛
美
。
」

桐
山
刑
事
：
「
貴
方
、
夜
中
の
２
時
頃
、
被
害
者
の
高
宮
さ
ん
と
酷
く
争
っ
て

い
た
そ
う
で
す
ね
。
」

愛
美
：
「
て
め
ぇ
、
俺
を
疑
っ
て
ん
の
か
！
？

ど
う
な
ん
だ
、
あ
あ
ん
！
？
」

極
度
の
俺
っ
娘
だ
・
・
・
。

桐
山
刑
事
：
「
そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
よ
り
、
君
は
女
性
な
ん
だ
か
ら
女
性
ら
し
く
し
た
ら
ど
う
な
ん
だ
い
？
」

愛
美
：
「
う
る
せ
え
よ
！

俺
が
ど
ん
な
性
格
だ
ろ
う
と
て
め
え
に
は
関
係
ね
え
だ
ろ
！
」

桐
山
刑
事
：
「
そ
う
で
す
ね
・
・
・
。

（
や
れ
や
れ
・
・
・
。
）

因
み
に
、
今
日
の
Ｐ
Ｍ
．
３
：
０
０
頃
は
ど
こ
で
何
を
し
て
い
ま
し
た
か
？
」

愛
美
：
「
Ｐ
Ｍ
．
３
：
０
０
頃
？

そ
ん
な
事
一
々
覚
え
て
ね
え
よ
。
」

桐
山
刑
事
：
「
そ
う
で
す
か
・
・
・
。
」

そ
言
う
と
、
桐
山
刑
事
は
黒
田
を
解
放
し
、
次
の
人
物
を
呼
び
出
し
た
。

次
の
人
物
は
、
「
影
山
　
紀
夫
」
と
名
乗
っ
た
。

の
り
お

桐
山
刑
事
：
「
影
山
さ
ん
、
貴
方
は
Ｐ
Ｍ
．
３
：
０
０
頃
、
ど
こ
に
い
ま
し
た

か
？
」

紀
夫
：
「
僕
は
、
黒
田
さ
ん
と
一
緒
に
部
屋
に
い
ま
し
た
。

実
は
、
僕
と
黒
田
さ
ん
は
付
き
合
っ
て
い
る
ん
で
す
。
」

聞
い
て
無
い
っ
て
！

桐
山
刑
事
：
「
そ
う
で
う
で
す
か
・
・
・
。

で
は
、
最
近
、
被
害
者
に
変
わ
っ
た
事
は
あ
り
ま
す
か
？
」

紀
夫
：
「
い
や
、
無
い
で
す
ね
。
」

桐
山
刑
事
：
「
そ
う
で
す
か
。
」
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そ
う
言
う
と
、
桐
山
刑
事
は
影
山
を
解
放
し
、
４
人
目
の
人
物
を
呼
び
出
し
た
。

４
人
目
は
、
「
武
山
　
薫
」
と
名
乗
っ
た
・
・
・
。

か
お
る

名
前
か
ら
し
て
女
っ
ぽ
い
が
一
応
男
だ
。

桐
山
刑
事
：
「
貴
方
は
Ｐ
Ｍ
．
３
：
０
０
頃
、
何
処
に
い
ま
し
た
か
？
」

薫
：
「
３
：
０
０
頃
？

覚
え
て
な
い
な
ぁ
・
・
・
。
」

桐
山
刑
事
：
「
最
近
、
被
害
者
に
変
わ
っ
た
所
は
あ
り
ま
す
か
？
」

薫
：
「
そ
う
言
う
の
は
、
解
ら
な
い
で
す
・
・
・
。

僕
、
彼
と
は
余
り
親
し
く
な
い
の
で
・
・
・
。
」

今
の
と
こ
ろ
、
影
山
さ
ん
と
黒
田
さ
ん
以
外
に
ア
リ
バ
イ
は
無
い
様
だ
・
・
・
。

そ
れ
は
そ
う
と
、
裕
一
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

ち
ょ
っ
と
、
県
警
の
様
子
を
覗
い
て
み
よ
う
・
・
・
。

刑
事
Ａ
：
「
な
ぁ
、
正
直
に
吐
い
ち
ま
え
よ
？

お
前
が
や
っ
た
ん
だ
ろ
？
」

裕
一
：
「
僕
は
や
っ
て
ま
せ
ん
よ
。

１
，
０
０
０
歩
譲
っ
て
僕
が
や
っ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
」

１
，
０
０
０
歩
？

１
０
０
歩
の
間
違
い
じ
ゃ
・
・
・
。

裕
一
：
「
動
機
は
一
体
何
な
ん
で
す
か
？
」

刑
事
Ａ
：
「
動
機
は
、
ま
ぁ
、
あ
れ
だ
。

被
害
者
と
偶
々
ぶ
つ
か
っ
て
口
論
と
な
り
、
勢
い
で
殺
害
し
て
し
ま
っ
た
・
・
・

。そ
ん
な
所
だ
な
。
」

裕
一
：
「
じ
ゃ
あ
何
で
凶
器
が
カ
ミ
ソ
リ
な
ん
で
す
か
！
？

勢
い
で
殺
害
す
ん
な
ら
凶
器
な
ん
か
使
い
ま
せ
ん
よ
！
」

刑
事
Ａ
：
「
た
、
確
か
に
・
・
・
。
」

そ
こ
へ
、
「
コ
ン
コ
ン
」
と
、
誰
か
が
扉
を
叩
く
。

刑
事
は
入
れ
と
言
っ
た
。

す
る
と
、
刑
事
が
入
っ
て
来
た
・
・
・
。

刑
事
Ｂ
：
「
お
い
、
何
や
っ
て
る
！
？
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そ
の
お
方
を
誰
だ
と
思
っ
て
る
ん
だ
！
？
」

刑
事
Ａ
：
「
誰
っ
て
、
遺
体
の
事
に
詳
し
か
っ
た
ん
だ
か
ら
犯
人
に
決
ま
っ
て

る
だ
ろ
う
。
」

刑
事
Ｂ
：
「
そ
の
お
方
は
本
庁
の
捜
査
一
課
の
河
野
警
部
殿
の
息
子
さ
ん
で
現

役
の
名
探
偵
さ
ん
だ
！

そ
の
様
な
お
方
が
殺
人
を
犯
す
訳
が
無
い
だ
ろ
！
？
」

刑
事
Ａ
：
「
何
、
本
庁
の
！
？
」

刑
事
は
焦
っ
た
が
、
直
ぐ
に
冷
静
に
な
り
裕
一
に
謝
っ
た
。

刑
事
Ａ
：
「
も
、
申
し
訳
御
座
い
ま
せ
ん
で
し
た
！

貴
方
が
あ
の
有
名
な
名
探
偵
殿
と
は
存
じ
上
げ
ず
に
犯
人
と
疑
っ
て
し
ま
い
と

ん
で
も
な
い
ご
無
礼
を
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
か
、
顔
を
上
げ
て
下
さ
い
。

そ
ん
な
に
謝
ら
れ
て
も
困
り
ま
す
！
」

刑
事
Ａ
：
「
い
や
、
こ
れ
ぐ
ら
い
は
し
な
い
と
私
の
気
が
済
み
ま
せ
ん
！
」

裕
一
：
「
い
や
い
や
い
や
、
も
う
そ
れ
だ
け
で
充
分
で
す
の
で
顔
を
上
げ
て
下

さ
い
。
」

刑
事
は
、
漸
く
顔
を
上
げ
た
。

よ
う
や

そ
し
て
、
「
何
か
す
る
事
は
あ
り
ま
す
か
」
と
、
聞
い
て
来
た
。

裕
一
は
、
「
事
件
現
場
へ
行
か
せ
て
下
さ
い
」
と
答
え
た
。

さ
て
、
舞
台
は
旅
館
へ
戻
り
、
ジ
ュ
ン
は
取
り
調
べ
で
得
た
情
報
を
ま
と
め
て

い
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
え
っ
と
、
影
山
さ
ん
と
黒
田
さ
ん
を
除
外
す
る
と
、

残
っ
た
の
は
ア
リ
バ
イ
の
無
い
小
島
さ
ん
と
武
山
さ
ん
・
・
・
。

し
か
し
、
武
山
さ
ん
は
被
害
者
と
は
親
し
く
な
い
と
言
っ
て
い
た
・
・
・
。

そ
し
て
、
小
島
さ
ん
は
・
・
・
・
・
・
。

あ
っ
、
解
っ
た
わ
！

犯
人
は
あ
の
人
！
）
」

ジ
ュ
ン
は
、
桐
山
刑
事
と
４
人
の
容
疑
者
に
話
が
あ
る
と
、
ロ
ビ
ー
に
集
め
た
。
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事
件
の
真
相
（
前
書
き
）

此
処
か
ら
犯
人
の
名
前
が
出
ま
す
。



13

事
件
の
真
相

ジ
ュ
ン
は
ロ
ビ
ー
に
い
た
・
・
・
。

愛
美
：
「
お
い
お
い
、
お
前
な
あ
。

俺
ら
を
こ
ん
な
所
に
呼
び
出
し
て
何
を
し
よ
う
っ
て
言
う
ん
だ
？
」

薫
：
「
そ
う
で
す
よ
。

一
体
、
何
が
目
的
な
ん
で
す
か
？
」

桐
山
刑
事
：
「
お
嬢
ち
ゃ
ん
、
我
々
警
察
は
今
忙
し
い
ん
だ
・
・
・
。

お
遊
び
に
付
き
合
っ
て
る
暇
は
無
い
ん
だ
よ
？
」

ジ
ュ
ン
は
、
そ
う
言
う
皆
に
「
直
ぐ
終
わ
る
」
と
言
っ
た
。

恒
彦
：
「
本
当
に
終
わ
る
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
・
・
・
。

で
、
話
っ
て
何
だ
い
？

早
く
話
し
て
く
れ
よ
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
は
、
「
犯
人
が
解
っ
た
」
と
告
げ
た
。

紀
夫
：
「
そ
れ
、
本
当
な
ん
で
す
か
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
私
は
嘘
で
人
を
集
め
た
り
ん
か
し
ま
せ
ん
。

良
い
で
す
か
、
犯
人
は
こ
の
中
に
い
ま
す
！

そ
し
て
、
犯
人
は
小
島
　
恒
彦
さ
ん
、
貴
方
で
す
！

貴
方
は
事
件
当
時
、
被
害
者
を
浴
場
で
殺
害
し
た
後
、
部
屋
に
は
戻
ら
ず
そ
の

場
に
残
っ
た
。
」

恒
彦
：
「
待
っ
て
く
れ
。

何
で
僕
が
彼
を
殺
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
ん
だ
ね
？

第
一
、
犯
行
の
あ
っ
た
時
間
は
部
屋
に
い
た
ん
で
す
よ
？

殺
せ
る
訳
無
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
」

桐
山
刑
事
：
「
そ
う
だ
よ
お
嬢
ち
ゃ
ん
。

さ
っ
き
、
小
島
さ
ん
の
い
た
部
屋
か
ら
お
風
呂
場
ま
で
の
時
間
を
計
っ
た
が
、

軽
く
１
０
分
は
掛
か
っ
た
ぞ
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
刑
事
さ
ん
、
犯
行
の
あ
っ
た
時
間
、
彼
は
部
屋
に
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
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そ
れ
を
証
明
す
る
の
は
、
『
悲
鳴
』
で
す
！
」

恒
彦
：
「
そ
、
そ
の
悲
鳴
が
何
の
証
拠
に
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
さ
っ
き
、
小
島
さ
ん
と
浴
場
ま
で
の
時
間
は
１
０
分
だ
と
言
い
ま

し
た
ね
。

そ
う
考
え
る
と
可
笑
し
い
ん
で
す
よ
。

移
動
す
る
の
に
１
０
分
掛
か
る
所
で
浴
場
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
ま
す
か
？

い
い
え
、
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
、
浴
場
は
別
館
に
あ
る
ん
で
す
よ
？

ど
う
考
え
て
も
聞
こ
え
る
筈
が
あ
り
ま
せ
ん
！

つ
ま
り
、
貴
方
は
犯
行
時
刻
に
現
場
に
い
た
・
・
・
。

そ
う
で
す
よ
ね
、
小
島
さ
ん
！
」

小
島
は
、
そ
の
場
に
膝
を
付
い
た
・
・
・
。

恒
彦
：
「
あ
い
つ
が
悪
い
ん
だ
。

１
年
前
、
俺
は
あ
る
女
性
と
婚
約
し
て
い
た
ん
だ
・
・
・
。

だ
が
、
高
宮
の
奴
が
そ
の
子
に
言
い
寄
っ
て
、
彼
女
は
そ
れ
が
嫌
で
自
殺
し
て

し
ま
っ
た
ん
だ
・
・
・
。

首
を
吊
っ
て
な
・
・
・
。

だ
か
ら
、
俺
は
高
宮
を
自
殺
と
見
せ
か
け
て
殺
し
た
ん
だ
。

だ
が
、
と
ん
で
も
な
い
所
で
ミ
ス
っ
ち
ま
っ
た
な
ぁ
・
・
・
。

右
手
に
持
て
せ
れ
ば
良
か
っ
た
の
に
左
手
に
持
た
せ
て
・
・
・
。

そ
れ
に
、
悲
鳴
の
事
も
な
ぁ
・
・
・
。
」

小
島
は
、
全
て
を
話
し
終
え
る
と
、
刑
事
に
手
を
差
し
出
し
た
・
・
・
。

刑
事
は
、
小
島
に
手
錠
を
掛
け
た
・
・
・
。

そ
し
て
、
小
島
は
逮
捕
さ
れ
県
警
に
連
行
さ
れ
て
行
っ
た
・
・
・
。

こ
う
し
て
、
事
件
は
解
決
し
て
幕
を
閉
じ
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
、
名
推
理
だ
っ
た
ぜ
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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